
「洋上風力産業ビジョン（第２次）」における浮体式の施工・O&Mに関する取組

【港湾】 基地港湾の指定・整備、港湾を核とした地域振興、利用円滑化に向けた港湾法改正
【船舶】 建設事業者等によるSEP船等への投資、洋上風力関係船舶の需要予測
【浮体】 浮体式の「海上施工シナリオ」の整理、FLOWCONの設立

＜ひびきウインドエナジー㈱提供＞

基地港湾（北九州港）の利用状況これまでの取組

➢ 地域振興の観点も踏まえつつ、浮体式に対応した施工・O&M機能を確保
➢ 我が国が培ってきた施工技術を活かし、海上施工やO&Mの最適化に向けた技術開発を推進

「洋上風力産業ビジョン（第２次）」における取組の方向性

「海上施工シナリオ」と具体的な取組イメージ

港湾等の基盤整備、
調査・研究・実施体制
の確保

洋上風力関係船舶
の適切な確保

港湾や沖合における効率的
かつ安全な施工方法の確立

設置海域等における気象・
海象条件の適切な把握

設計・施工・O&Mに係る
ガイドライン等の整理

地元企業の参入など、港湾
を核とした地域振興が進展
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